
インプット完成講座（全体構造編 記述／ 
徹底解析編）

理論・記述を基礎から応用までじっくりと

▶ 対象者

→基本論点から時間をかけてやり直した
い方

→択一で基準点に届かなかった方
→記述問題に歯が立たなかった方

▶ スケジュール

通信：			教材発送・Web配信開始日	
2023年10月26日（木）

通学：			開講日		池袋本校	開講中／
梅田駅前本校	10月28日（土）

▶ 回数

全66回
全体構造編		記述	 	.................................10回
徹底解析編		理論	 民法	.........................10回	
	 不動産登記法	........21回
	 土地家屋調査士法	...1回
徹底解析編		記述	 	.................................22回
徹底解析編		問題演習...............................2回

▶ タイムテーブル

▶ 使用教材（受講料込）

全体構造編 記述スタートブック 
全体構造編 記述問題集、答案用紙
2024 ベーシックテキストⅠ〜ⅤⅠ
記述問題冊子、解答・解説冊子

▶ 担当講師

▶ 本講座を含むコース

●ベースアップコース

①知識の再構築を図る！
調査士試験に必要な学習をしたにもかかわらず、択一問題で基準点に届かなかった方や記述問題

に歯が立たなかった方は、知識が足りていなかったと言わざるを得ません。今までの学習方法を見

直す必要があるでしょう。

この講座では、択一・記述理論の構築、記述答案の作成を初歩の部分から学習し直し、合格でき

るレベルまで引き上げることを目的としています。

②理論・記述の相互学習で基礎力の底上げを
全体構造編 記述：
登記申請書の書き方のルールから、図面の作成方法、三角定規の使い方、関数電卓の使
い方など、記述問題を解く上で重要な基礎知識を演習を通じて、学んでいきます。
正しい知識を身に付けることにより、幅広い問題への対応が可能になります。

徹底解析編 理論：
本試験の択一問題は、過去の本試験で問われた論点から多く出題されるため、過去問で
問われた論点をもとに構成されたテキストを利用して学習します。どういった規定があり、
なぜそのような規定になっているのか、丸暗記のつめこみ型学習ではなく、理解すること

を重要視した講義で、択一の解答力を養います。

徹底解析編 記述：
各回 2 問、計 44 問の記述問題を提供します。2 問のうちの 1 問は、講義内演習問題とし
て講義前に解答を作成し、解説の講義を受けます。残りの 1 問は自宅学習用問題として各
自で解答作成してください。
記述問題で問われる可能性の高い登記の目的などを中心に繰り返し解くことで、記述問題

の答案作成の実力を身につけることができます。

徹底解析編 問題演習：
本講座のまとめとして、択一 20 問・記述 2 問の本試験同様型演習を実施します。演習問
題は講義前に自身で時間を計って演習を行ない、講義では重要論点を中心に細かく解説
していきます。
この問題演習により、本試験の時間の使い方を練習し、かつ徹底解析編 理論・記述の講
義で身につけた実力を試すことができます。

▶ 講 座 の 特 長………………………………………………………………………
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次に，建物の一部分であっても，次の２つの要件を満たせば，一個の建物と

して登記することができます。その要件とは，その部分が壁，床，天井等によ

り構造上，他の部分と区分されており（「「構構造造上上のの独独立立性性」」という），その部分

が住居なら居住のための，倉庫なら貯蔵のための設備を備えていること（「「利利

用用上上のの独独立立性性」」という）です。たとえば，マンションの各部屋はこれらの要件

を満たす部分といえるでしょう。このように，建物の一部分を一個の建物とし

て登記した場合，その部分を「「区区分分建建物物」」又又はは「「専専有有部部分分」」といい，各部分は

独立して取引の対象（権利の目的）となります。また，区分建物が属する建物

全体のことを「「一一棟棟のの建建物物」」といいます。それから，各区分建物に通ずる廊下

（たとえば，アパートやマンションの各室に通ずる廊下）又は階段室，エレベ

ーター室，屋上等建物の構造上，区分所有者（区分建物の所有者のこと）の全

員又は一部の者が共同して使用するスペースを「「共共用用部部分分」」といいます。区分

建物に関する権利関係については，民法のほか，建物の区分所有等に関する法

律という特別な法律の規定が適用されます。なお，区分建物と区別するために，

区分建物でない建物のことを特に「「非非区区分分建建物物」」ということがあります。 
 

図図表表  区区分分建建物物にに関関すするる用用語語～～｢｢専専有有部部分分｣｣,,｢｢共共用用部部分分｣｣,,｢｢一一棟棟のの建建物物｣｣  
  
  
  
  
  
  
  

区分建物が属する建物全体＝一一棟棟のの建建物物   

所有者の専属使用部分～

＝専専有有部部分分 
区分建物 
所有者Ａ 

区分建物 
所有者Ｄ 

～所有者の専属使用部分 
＝専専有有部部分分 

所有者の専属使用部分～

＝専専有有部部分分 
区分建物 
所有者Ｂ 

区分建物 
所有者Ｅ 

～所有者の専属使用部分 
＝専専有有部部分分 

所有者の専属使用部分～

＝専専有有部部分分 
区分建物 
所有者Ｃ 

エレベーター室 

区分建物 
所有者Ｆ 

～所有者の専属使用部分 
＝専専有有部部分分 

  
エントランスホール   

      Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆの全員が共同で使用する部分＝共共用用部部分分 

  

  

ＬＥＣ東京リーガルマインド 土地家屋調査士 13 インプット完成講座 徹底解析編 書式 第 4回 

© 2012 TOKYO LEGAL MIND K.K., Printed in Japan 2 複製・頒布を禁じます。 

※２ 後記見取図３・平面図の測定値により計算した値と同一の値が記載されている。 

※３ 後記見取図４・平面図の測定値により計算した値と同一の値が記載されている。 

調査結果２．主である建物（後記見取図１のイの建物）は平成２５年７月２５日に取り壊された。

これに伴い符号２の附属建物（後記見取図１のハの建物）が主である建物となった。 

調査結果３．主である建物となった建物（後記見取図１のハの建物）は平成２５年８月１日に増築

され，建物全体を工場として利用し，屋根を全面的に陸屋根にする改修工事が施された。

なお，増築部分の主な構成材料は従前のものと同一である。 

調査結果４．符号１の附属建物（後記見取図１のロの建物）は，各階同型，同位置である。その種

類，構造及び床面積について表題部と現況とに不一致はない。 

 

【見取図１・建物配置図】 
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（注）１．建物の配置距離は，敷地の筆界又は建物の壁心から建物の壁心までである。 

２．壁の厚さは１０センチメートルである。 

３．（ ）内の数字は，地番を示す。 

４．［ ］内の数字は，筆界点間の距離を示す。 

５．距離の単位は，メートルである。 

６．北の方向は，敷地西側道路と平行である。 

平野 壽哉
LEC 専任講師
梅田駅前本校生講義

木村 真弓
LEC 専任講師
通信講義担当
池袋本校生講義

ベーシックテキスト 記述問題、解答解説冊子

講
座
案
内

イ
ン
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ッ
ト
完
成
講
座
（
全
体
構
造
編 

記
述
／
徹
底
解
析
編
）

演習	50分

演習	150分

休憩	10分

解説	90分

（徹底解析編�記述）

（徹底解析編�問題演習）

（全体構造編�記述�
徹底解析編�理論）
講義	70分

休憩	10分

講義	70分

Zoom up

解説	150分

随所にイラストを用
いることにより、法
律の概念の理解を
助けます。

本試験並みの内容とボ
リュームの問題を各回
2問、計44問提供しま
す。繰り返し解くことに
より実力が養われます。
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実施本校 池袋本校 梅田駅前本校

実施形態
9 月生 10 月生
生講義 生講義

総
回
数

編 科目
科
目
回
数

① 10：00 〜 12：30 
② 13：30 〜 16：00

① 10：00 〜 12：30 
② 13：30 〜 16：00

1 全体構造編 記述 1 23/10/8（日） ① 23/10/28 （土） ①
2 徹底解析編 理論 民法 1 10/8 （日） ② 10/28 （土） ②
3 全体構造編 記述 2 10/22（日） ① 11/4 （土） ①
4 理論 民法 2 10/22 （日） ② 11/4 （土） ②
5 全体構造編 記述 3 10/29 （日） ① 11/11 （土） ①
6 理論 民法 3 10/29 （日） ② 11/11 （土） ②
7 全体構造編 記述 4 11/5 （日） ① 11/18（土） ①
8 理論 民法 4 11/5 （日） ② 11/18 （土） ②
9 全体構造編 記述 5 11/12 （日） ① 11/25 （土） ①

10 理論 民法 5 11/12（日） ② 11/25 （土） ②
11 全体構造編 記述 6 11/19 （日） ① 12/2 （土） ①
12 理論 民法 6 11/19（日） ② 12/2 （土） ②
13 全体構造編 記述 7 11/26 （日） ① 12/9 （土） ①
14 理論 民法 7 11/26 （日） ② 12/9 （土） ②
15 全体構造編 記述 8 12/3（日） ① 12/16 （土） ①
16 理論 民法 8 12/3 （日） ② 12/16 （土） ②
17 全体構造編 記述 9 12/10 （日） ① 12/23 （土） ①
18 理論 民法 9 12/10 （日） ② 12/23 （土） ②
19 全体構造編 記述 10 12/17 （日） ① 24/1/6 （土） ①
20 理論 民法 10 12/17 （日） ② 1/6 （土） ②

※フォローアップ講義　全体構造記述 12/24 （日） ② Zoom で配信
21 徹底解析編 記述 1 24/1/7 （日） ① 1/13 （土） ①
22 徹底解析編 理論 不動産登記法 1 1/7 （日） ② 1/13 （土） ②
23 記述 2 1/14 （日） ① 1/20 （土） ①
24 理論 不動産登記法 2 1/14 （日） ② 1/20 （土） ②
25 記述 3 1/21 （日） ① 1/27 （土） ①
26 理論 不動産登記法 3 1/21 （日） ② 1/27 （土） ②
27 記述 4 1/28 （日） ① 2/3 （土） ①
28 理論 不動産登記法 4 1/28 （日） ② 2/3 （土） ②
29 記述 5 2/4 （日） ① 2/10 （土） ①
30 理論 不動産登記法 5 2/4 （日） ② 2/10 （土） ②
31 記述 6 2/11 （日） ① 2/17 （土） ①
32 理論 不動産登記法 6 2/11 （日） ② 2/17 （土） ②
33 記述 7 2/18 （日） ① 2/24 （土） ①
34 理論 不動産登記法 7 2/18 （日） ② 2/24 （土） ②
35 記述 8 2/25 （日） ① 3/2 （土） ①
36 理論 不動産登記法 8 2/25 （日） ② 3/2 （土） ②
37 記述 9 3/3 （日） ① 3/9 （土） ①
38 理論 不動産登記法 9 3/3 （日） ② 3/9 （土） ②
39 記述 10 3/10 （日） ① 3/16 （土） ①
40 理論 不動産登記法 10 3/10 （日） ② 3/16 （土） ②
41 記述 11 3/17 （日） ① 3/23 （土） ①
42 理論 不動産登記法 11 3/17 （日） ② 3/23 （土） ②
43 記述 12 3/24 （日） ① 3/30 （土） ①
44 理論 不動産登記法 12 3/24 （日） ② 3/30 （土） ②
45 記述 13 3/31 （日） ① 4/6 （土） ①
46 理論 不動産登記法 13 3/31 （日） ② 4/6 （土） ②
47 記述 14 4/7 （日） ① 4/13 （土） ①
48 理論 不動産登記法 14 4/7 （日） ② 4/13 （土） ②

※フォローアップ講義　総論 4/14 （日） ② Zoom で配信
49 徹底解析編 記述 15 4/21 （日） ① 4/20 （土） ①
50 徹底解析編 理論 不動産登記法 15 4/21 （日） ② 4/20 （土） ②
51 記述 16 4/28 （日） ① 4/27 （土） ①
52 理論 不動産登記法 16 4/28 （日） ② 4/27 （土） ②
53 記述 17 5/5 （日） ① 5/4 （土） ①
54 理論 不動産登記法 17 5/5 （日） ② 5/4 （土） ②
55 記述 18 5/12 （日） ① 5/11 （土） ①
56 理論 不動産登記法 18 5/12 （日） ② 5/11 （土） ②
57 記述 19 5/26 （日） ① 5/18 （土） ①
58 理論 不動産登記法 19 5/26 （日） ② 5/18 （土） ②
59 記述 20 6/2 （日） ① 5/25 （土） ①
60 理論 不動産登記法 20 6/2 （日） ② 5/25 （土） ②
61 記述 21 6/9 （日） ① 6/1 （土） ①
62 理論 不動産登記法 21 6/9 （日） ② 6/1 （土） ②
63 記述 22 6/16 （日） ① 6/8 （土） ①
64 徹底解析編 理論 土地家屋調査士法 1 6/16 （日） ② 6/8 （土） ②

※フォローアップ講義　各論＆調査士法 6/23 （日） ② Zoom で配信

受講形態 演習+生解説講義 演習+生解説講義

編・科目
科
目
回
数

演習：10：00〜12：30
解説：13：30〜16：00

演習：10：00〜12：30
解説：13：30〜16：00

65
徹底解析編 問題演習

1 24/6/30（日） 24/6/15（土）
66 2 7/7 （日） 6/22（土）

通学 通信／教材発送日・Web配信開始日

〈解約・返品について〉  詳細はLEC申込規定をご確認ください。
www.lec-jp.com/kouzamoushikomi.html
【コース・パック・講座】弊社所定書面をご提出下さい。実施済受講料、手数料等を清算の上返金します。教
材等の返送料はご負担頂きます。
【書籍・講義補助教材等の物品】弊社有責の場合を除き、解約・返品はできません。

◉一般価格とは、LEC各本校・LEC提携校・LEC通信事業本部・LECオンラインショップにてお申込みさ
れる場合の受付価格です。◉大学生協・書籍部価格とは、LECと代理店契約を結んでいる大学内の生協、
購買会、書店にてお申込みされる場合の受付価格です。◉代理店書店価格とは、LECと代理店契約を結ん
でいる、一般書店（大学内の書店は除く）にてお申込みされる場合の受付価格です。◉上記大学生協・書
籍部価格、代理店書店価格を利用される場合は、必ず本パンフレットを代理店窓口までご持参ください。◉
在庫状況や物流事情の影響により、お申込みから教材がお手元に届くまでに10日～ 2週間程度かかる場合
があります。予めご了承ください。

▶スケジュール

▼通学講義実施本校一覧▼
生クラス以外に下記の本校にて、ビデオ講義、個別ブース受講を実施しております。
ビデオ講義：広島本校　個別ブース受講：富山本校、岡山本校
スケジュールの詳細は、LEC 土地家屋調査士ホームページまたは『2024 年合格目標　土地
家屋調査士 スケジュール・受講料のご案内』をご確認いただくか、各実施本校へお問い合わせ
ください。

受講期限・視聴期限 2024年10月31日（木）

フォローアップ講義
『インプット完成講座』担当の木村真弓講師が、『インプット完成講座』の各科目（単元）の総ま
とめ講義をZoomで配信！Myページの受講生専用フォームにて事前に質問を受け付けますの
で、不安の解消・モチベーションアップにご利用いただけます！通信生の方は、講師と直接コミュ
ニケーションできる場としてぜひ有効活用ください！参加方法・ご質問の受け付けなどの詳細は、
2023年11月頃にMyページにてお知らせいたします。
詳しくは、https://www.lec-jp.com/chousashi/reason/follow.html#zoomを参照

受講形態 一般価格 大学生協・
書籍部価格

代理店・
書店価格 講座コード

全体構造編
記述

【全 10 回】

通学

Web
フォロー付き※ 63,800 円 60,610 円 62,524 円 CA24536 ／

CB24534
（提携校通学）DVD

フォロー付き 74,800 円 71,060 円 73,304 円

通信
Web ※ 55,000 円 52,250 円 53,900 円

CB24534
DVD 66,000 円 62,700 円 64,680 円

徹底解析編
一括

【全 56 回】

通学

Web
フォロー付き※ 322,850 円 306,707 円 316,393 円 CA24526 ／

CB24522
（提携校通学）DVD

フォロー付き 378,400 円 359,480 円 370,832 円

通信
Web ※ 278,300 円 264,385 円 272,734 円

CB24522
DVD 333,850 円 317,157 円 327,173 円

▶受講料（税込10％）

※スマホ視聴＋音声ダウンロード＋スマホ動画ダウンロード付き

編・科目 回数 日程

全体構造編 記述 全 10 回

2023 年 10 月 26 日（木）

徹底解析編

理論 民法 全 10 回

記述 1 〜 8 回

理論 不動産登記法 1 〜 8 回

記述 9 〜 15 回
2023 年 12 月 7 日（木）

理論 不動産登記法 9 〜 15 回

記述 16 〜 22 回

2024 年 2 月 1 日（木）
理論 不動産登記法 16 〜 21 回

理論 土地家屋調査士法 全 1 回

問題演習 全 2 回

総
回
数


